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発表の概要：本研究では、近年注目されている Retrieval-Augmented Generation（RAG）フレームワ

ークを時系列データ解析に応用するための新しい枠組み「TD-RAG（Time-aware Dynamic-window RAG）」

を提案した。従来の RAGモデルは時間的変化を考慮せず、各観測点を独立に扱うため、時間依存性を

持つデータに適用する際に精度が低下するという課題があった。 

TD-RAGは、動的な 6時間ウィンドウを導入することで、観測値を時間的に連続したパターンとして表

現し、汚染の進行過程や変動傾向を意味的に捉えることを可能にした。これにより、LLM が過去の類

似した時間的状況をより正確に検索し、将来のリスクを解釈的に予測できるようになった。 

実装には Difyと LangChainを用い、AirQualityUCIデータセットを対象に評価実験を行った。 

 

発表の成果： 

実験の結果、提案手法 TD-RAG は 93.3%の精度を達成し、従来の RAG モデル（80.0%）および LSTM や

TCN などの深層学習モデルを 12%以上上回る性能を示した。また、再現率 100%を維持しつつ適合率を

15ポイント改善した。 

これにより、TD-RAGは環境モニタリングのみならず、臨床リスク予測やインフラ監視など時間依存性

の高い分野への応用可能性を示した。 

本研究は、時間的文脈を統合した RAG の新しい方向性を提示し、LLM と時系列解析の融合によるリス

ク予測の高精度化と解釈性の向上に貢献した。 
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